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 〔
８
月
〕

22
日　
大
都
市
制
度
・
行
財
政
改
革

　
　
　

   

特
別
委
員
会

31
日　
各
常
任
委
員
会

〔
９
月
〕

1
日　
議
会
運
営
委
員
会

８
日　
本
会
議（
９
月
定
例
会
開
会
）

11
日　
各
常
任
委
員
会

15
日　
議
会
運
営
委
員
会

19
日　
本
会
議（
採
決・決
算
上
程
）

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

27
日　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

29
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

〔
10
月
〕

2
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

３
日　
決
算
第
二
分
科
会

4
日　
決
算
第
一
分
科
会

5
日　
決
算
第
二
分
科
会

6
日　
決
算
第
一
分
科
会

18
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

24
日　
本
会
議（
採
決・９
月
定
例
会

　
　
　
閉
会
）

　　　　「もののけ姫《シシ神の森（5）》」
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◎5月定例会のあらまし

議
会
活
動
の
経
過

〔
５
月
〕

12
日　
議
会
運
営
委
員
会
協
議
会

16
日　
本
会
議（
５
月
定
例
会

　
　
　
開
会・正
副
議
長
選
挙
）

17
日　
議
会
運
営
委
員
会
協
議
会

19
日　
本
会
議

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

24
日　
本
会
議

26
日　
各
特
別
委
員
会

31
日　
各
常
任
委
員
会

〔
６
月
〕

５
日　
大
都
市
制
度・行
財
政
改
革                                                                                        

　
　
　
　
特
別
委
員
会

８
日　
議
会
運
営
委
員
会

９
日　
本
会
議（
議
案
上
程
）

15
日　
議
会
運
営
委
員
会

16
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

19
日　
各
常
任
委
員
会

21
日　
大
都
市
制
度・行
財
政
改
革                                                                                        

　
　
　
　
特
別
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

26
日　
本
会
議（
採
決・５
月

　
　
　
定
例
会
閉
会
）

29
日   

総
務
委
員
会
現
地
視
察

        　
厚
生
保
健
委
員
会
現
地
視
察 

　
　
　
環
境
経
済
委
員
会
現
地
視
察

30
日　
建
設
消
防
委
員
会
現
地
視
察

　
　
　
市
民
文
教
委
員
会
現
地
視
察

◎正副議長を選出し議会人事を決定
　今定例会は、選挙後、最初の議会とな
ることから、５月16日の本会議初日では、
まず正副議長の選挙を行い、議長に戸田
誠議員、副議長に須藤京子議員を選出し
ました。
　次に、５月19日の本会議では各常任委
員会及び議会運営委員会の委員並びに正副委員長を選任するとともに、４つの特別委員会
を設置し、委員及び正副委員長を選任しました。また、５月24日の本会議では監査委員な
どの人事案件３件について同意しました。

◎議案を上程
　６月９日の本会議では、令和５年度一般会計補正予算など計23件の市長提出議案を上程
し、市長からの提案理由の説明の後、所管の各常任委員会に審査の付託をしました。

◎代表質問に４議員
　６月16日の本会議では、各会派の代表４人が代表質問を行い、市政の諸課題について市
の考えをただしました。

◎市長提出議案及び意見書を可決
　６月 26 日の本会議では、議案 23 件について、各常任委員長から審査の経過と結果が
報告された後、２議員から令和５年度一般会計補正予算などに対する反対討論があり、採
決した結果、いずれも原案のとおり可決しました。また、人権擁護委員の人事案件につい
て同意したほか、議会提出議案として意見書６件を可決し、国に対して、その実現を要望
しました。

　５月定例会は、５月16日から６月26日までの42日間にわたって開催し、令和５
年度一般会計補正予算や条例など23件、人事案件４件のほか、意見書６件などの審
議を行いました。

  一般会計114億8300万円の補正予算を可決  
    議会の人事を決定　 　      

5月
定例会

議長選挙の投票



令和５年度一般会計補正予算
◆�低所得世帯(住民税非課税世帯等)へ１
　世帯当たり３万円を支給するなど原油価
　格・物価高騰への対応�

57億5413万円
◆�6月２日の豪雨による国道152号の法

のり
面
めん

崩壊、林道天竜川線の路肩崩壊などの被害
に伴う災害復旧費�

50億円

◆�公園緑地帯の危険木を伐採・剪定し、大
雨や強風などによる倒木を未然防止し公
園の安全を確保�

3427万円
◆�大河ドラマ館などを活用した徳川家ゆか   
りの資料展示収蔵施設の整備による地域
活性化�

2876万円
など

公衆浴場などにおける混浴制限年齢の上限引下げ
●旅館業法施行条例及び公衆浴場法施行条例の一部  
　改正

　混浴におけるトラブル防止の観点から、
旅館及び公衆浴場などにおける男女の混浴
制限年齢を10歳以上から７歳以上に引き
下げます。

いわゆる「ごみ屋敷」の防止や解消のための支援
●住居等における物の堆積等による不良な生活環境
　の発生の防止及び解消のための支援その他対策に
　関する条例の制定

　条例を定めることで、「ごみ屋敷」状態を解消し、市民の安全で健康かつ快適な生
活環境の確保を図ります。

可 決 し た 主 な 議 案

可 決 し た 意 見 書

◆営営
※ 1※ 1

農型太陽光発電農型太陽光発電の農地転用許可基準の法制化を求める意見書

◆薬
※ 2

剤耐性菌感染症の蔓延防止への取組体制の強化を求める意見書

◆国内民間建立慰霊碑の維持管理対策のさらなる充実を求める意見書

◆特別支援学校・学級等の教員等の適切な増員に向けた支援を求める意見書
◆多子世帯への保育料負担軽減策の年齢制限撤廃を求める意見書

◆酪農経営の存続に向けた支援を求める意見書

3

◎可決した主な議案・意見書

〔
7
月
〕

４
日   

大
型
公
共
施
設
建
設

           

特
別
委
員
会

　
　
　
　

危
機
管
理・交
通
政
策

　
　
　
　
特
別
委
員
会

６
日　
大
都
市
制
度・行
財
政
改
革                                                                                        

　
　
　
　
特
別
委
員
会

18
日　
各
常
任
委
員
会

20
日　
大
都
市
制
度・行
財
政
改
革                                                                                        

　
　
　
　
特
別
委
員
会

〔
８
月
〕

３
日　
大
都
市
制
度・行
財
政
改
革                                                                                        

　
　
　
　
特
別
委
員
会

法
のりめん

面が崩壊した国道152号

波線（           ）については、6ページの用語解説を御覧ください

意見書とは、国や県等が実施すべき事項について、議会の意思を意見として
まとめ、内閣総理大臣や関係行政機関などに対して提出するものです。

「ごみ屋敷」のイメージ
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◎常任委員会の状況

常
任
委
員
会
の
状
況

総 
務 
委 
員 

会
厚
生
保
健
委
員
会
環
境
経
済
委
員
会
建
設
消
防
委
員
会
市
民
文
教
委
員
会

6
月
19
日
に
開
催
し
た
各
委
員
会
で
の
審
査
の
概
要
で
す

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
支
給
事
業
に
つ
い
て　
　
　
　

質
疑
申
請
手
続
が
必
要
な
世
帯

へ
の
周
知
方
法
は
。　
　
　
　
　

答
弁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
は

ま
ま
つ
で
周
知
し
た
ほ
か
、
市
内

の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
子
供
の
居

場
所
で
あ
る
子
ど
も
食
堂
、
学
習

支
援
事
業
者
に
も
チ
ラ
シ
の
掲
示

を
依
頼
し
、
対
象
世
帯
に
案
内
が

届
く
よ
う
協
力
を
求
め
て
い
る
。

障
が
い
者
相
談
支
援
業
務
委
託
費

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
相
談
支
援
体
制
の
見

直
し
に
伴
う
、
障
が
い
者
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
と
障
が
い
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
係
る

運
営
業
務
委
託
費
で
あ
る
。　
　

質
疑
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
場
所
は
。　
　
　
　

答
弁
現
行
の
５
か
所
に
つ
い
て

は
、
現
在
と
同
じ
場
所
に
す
る
考

え
で
あ
る
。
ま
た
、
新
設
す
る
２

か
所
は
、
分
か
り
や
す
い
場
所
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。　
　

徳
川
家
ゆ
か
り
の
資
料
展
示
収
蔵

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て　
　
　

質
疑
浜
松
城
公
園
長
期
整
備
構

想
と
の
整
合
は
。　
　
　
　
　
　

答
弁
構
想
で
は
、
旧
元
城
小
学

校
跡
地
は
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

と
し
て
「
に
ぎ
わ
い
の
空
間
づ
く

り
」
を
行
う
エ
リ
ア
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
整
備
を
予
定
し
て

い
る
施
設
は
構
想
に
合
致
し
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。　
　
　

質
疑
今
回
整
備
す
る
展
示
収
蔵

施
設
に
は
、
徳
川
記
念
財
団
が
所

蔵
す
る
重
要
文
化
財
や
重
要
美
術

品
が
収
蔵
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

と
の
こ
と
だ
が
、
施
設
の
要
件
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
耐
火
・
耐
震
等
の
構
造
、

空
調
・
照
明
等
の
設
備
、
美
術
品

の
搬
出
入
の
際
の
動
線
な
ど
、
文

化
庁
の
指
針
に
沿
っ
た
施
設
と
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

徳
川
家
ゆ
か
り
の
資
料
展
示
収
蔵

施
設
基
本
計
画
作
成
の
中
で
検
討

す
る
。

●

住
居
等
に
お
け
る
物
の
堆
積
等
に

よ
る
不
良
な
生
活
環
境
の
発
生
の

防
止
及
び
解
消
の
た
め
の
支
援
そ

の
他
の
対
策
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
庁
内
の
役
割
を
明
示
し
た

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す
る
考
え
は
。

答
弁
既
存
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
、
条
例
に
基
づ
き
、
し
っ
か

り
庁
内
連
携
が
で
き
る
内
容
に
見

直
し
て
い
く
。　
　
　
　
　
　
　

畜
産
振
興
支
援
事
業
に
つ
い
て　

質
疑
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
畜
産

農
家
の
戸
数
の
推
移
は
。　
　
　

答
弁
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
る
２
年

に
は
93
戸
だ
っ
た
の
に
対
し
、
４

年
に
は
80
戸
に
な
っ
て
お
り
、
比

率
に
し
て
約
15
％
の
畜
産
農
家
が

減
っ
た
こ
と
に
な
る
。　
　
　
　

●

●

安定的な経営の推進が求め
られる畜産

九
領
川
護
岸
改
修
工
事
ほ
か
２
件

の
河
川
工
事
に
つ
い
て　
　
　
　

質
疑
具
体
的
な
工
事
内
容
は
。

答
弁
九
領
川
に
つ
い
て
は
、
河

道
を
広
げ
る
堤
防
整
備
に
伴
い
、

支
障
と
な
る
橋
梁
を
架
け
替
え
る
。

高
塚
川
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

に
流
域
で
浸
水
被
害
が
あ
り
、
10

年
間
で
床
上
浸
水
を
解
消
す
る
た

め
、
下
流
部
に
ポ
ン
プ
場
を
整
備

す
る
。
五
反
田
川
に
つ
い
て
は
、

近
年
越
水
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い

る
た
め
、
河
床
掘
削
を
行
う
も
の

で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
疑
土
木
費
の
当
初
予
算
の
約

９
割
が
道
路
部
門
に
配
分
さ
れ
て

い
る
が
、
市
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
の
大
事
な
事
業
で
あ
る

河
川
部
門
へ
も
重
き
を
置
い
た
予

算
案
分
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答
弁
債
務
負
担
行
為
に
よ
り
事

業
の
前
倒
し
を
行
い
、
浸
水
対
策

を
進
め
る
な
ど
、
浸
水
被
害
の
軽

減
の
た
め
必
要
な
予
算
の
確
保
に

努
め
、
河
川
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　 ●

浜
松
球
場
夜
間
照
明
塔
塗
装
及
び

照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
つ
い
て　

質
疑
約
13
億
円
の
事
業
費
を
か

け
て
改
修
す
る
理
由
は
。　
　
　

答
弁
利
用
者
の
安
全
を
第
一
に

考
え
る
中
で
、
照
明
塔
の
撤
去
や

他
球
場
へ
の
移
設
な
ど
も
含
め
て

総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
、
野
球

を
行
う
際
に
お
け
る
最
も
望
ま
し

い
環
境
を
保
つ
た
め
、
塗
装
被
膜

が
剥
が
れ
落
下
し
て
い
る
照
明
塔

の
再
塗
装
及
び
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。　
　

質
疑
様
々
な
選
択
肢
を
さ
ら
に

詳
細
に
検
討
し
、
慎
重
に
結
論
を

出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。　
　
　

答
弁
当
該
野
球
場
に
関
す
る
こ

と
は
、
大
型
公
共
施
設
建
設
特
別

委
員
会
に
お
い
て
、
し
っ
か
り
し

た
議
論
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
当
該
照
明
塔
に
つ
い

て
は
、
四
ツ
池
公
園
の
利
用
者
全

体
の
安
全
対
策
に
も
関
わ
る
問
題

で
あ
り
、
早
期
に
対
応
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。　

●

●

●
当
局
説
明
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◎代表質問

質
問

帯
状
疱
疹
は
、
50

歳
以
上
で
約
２
割
、
80
歳

ま
で
に
は
約
３
人
に
１
人

が
発
症
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
対
す
る
助
成
制
度
を
創

設
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁

帯
状
疱
疹
は
、
体

内
に
潜
伏
す
る
ウ
イ
ル
ス

が
再
活
性
化
し
発
症
す
る

も
の
で
、
成
人
の
ウ
イ
ル

ス
保
有
率
は
９
割
以
上
と

言
わ
れ
て
い
る
。
発
症
予

防
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

有
効
と
さ
れ
、
接
種
助
成

を
開
始
し
た
自
治
体
は
200

を
超
え
る
状
況
に
あ
る
。

　
本
市
も
発
症
率
低
減
と

重
症
化
予
防
の
観
点
か
ら
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
普
及
を

積
極
的
に
進
め
、
国
に
対

し
て
定
期
接
種
化
に
向
け

た
議
論
の
早
期
再
開
と
、

導
入
に
つ
い
て
強
く
要
望

す
る
と
と
も
に
、
他
都
市

の
接
種
対
象
者
の
範
囲
、

副
反
応
被
害
発
生
状
況
へ

の
対
応
な
ど
を
参
考
に
、

費
用
助
成
を
検
討
し
て
い

く
。そ

の
他
の
質
問

①
新
時
代
に
相
応
し
い
新

美
術
館
建
設
の
構
想
は

②
ひ
き
こ
も
り
支
援
を
加

速
さ
せ
る
体
制
整
備
を

③
道
の
駅
設
置
に
向
け
た

調
査
内
容
と
効
果
は　

公明党
黒田　豊

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
に
助
成
制
度
の
創
設
を

設置が期待される道の駅の事例

 
代
表
質
問

６
月
16
日
に
は
、会
派
を
代
表
し
て
４
人
の
議
員
が

質
問
を
行
い
ま
し
た

質
問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

お
い
て
は
、
誘
客
や
地
域

づ
く
り
の
視
点
を
踏
ま
え

た
複
合
的
な
官
民
連
携
手

法
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答
弁

ス
ポ
ー
ツ
に
求
め 

ら
れ
る
役
割
は
、
健
康
増

進
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

産
業
と
し
て
の
成
長
の
牽

引
や
地
域
の
創
生
な
ど
多

様
化
し
て
い
る
。
本
市
の

ス
ポ
ー
ツ
施
策
や
施
設
の

在
り
方
も
誘
客
や
地
域
づ

く
り
を
意
識
し
た
事
業
の

ほ
か
施
設
の
運
営
手
法
の

高
度
化
な
ど
、
時
代
に
即

し
た
新
た
な
施
策
を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
複
合
的
な

官
民
連
携
を
可
能
と
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構

築
や
、
施
設
の
在
り
方
を

含
め
た
ス
ポ
ー
ツ
政
策
の

次
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
を

進
め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ

ー
ツ
担
当
部
長
を
新
た
に

配
置
し
、
ス
ポ
ー
ツ
に
特

化
し
た
組
織
体
制
を
強
化

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
を　
　
　

②
家
庭
ご
み
有
料
化
制
度

の
検
討
状
況
は　
　
　

③
子
育
て
支
援
拡
充
と
教

育
環
境
整
備
の
考
え
は

自由民主党浜松
鳥井　德孝

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
通
し
て

元
気
な
浜
松
の
実
現
を

江之島ビーチコート完成イメージ図
（令和9年度完成予定）

質
問

教
員
不
足
が
全
国

的
に
深
刻
化
し
、
本
市
で

も
年
度
途
中
の
代
替
教
員

の
不
足
が
発
生
し
て
い
る

が
、
人
材
確
保
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。答弁

本
市
は
、
教
員
の

魅
力
の
発
信
と
併
せ
、
は

ま
ま
つ
式
30
人
学
級
編
成

の
実
施
や
校
務
ア
シ
ス
タ

ン
ト
配
置
な
ど
、
教
員
の

勤
務
環
境
整
備
や
働
き
方

改
革
を
推
進
し
た
結
果
、

全
国
的
な
志
願
者
数
減
少

の
中
、
５
年
間
毎
年
増
加

し
、
５
年
度
は
過
去
最
高

の
649
人
と
な
っ
た
。　
　

　
５
年
度
は
教
員
採
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー 

ア
ル
し
、
若
者
が
求
め
る

情
報
を
充
実
さ
せ
る
と
と 

も
に
、
新
た
に
「※
３

テ
ィ
ー

バ
ー
」
で
の
広
告
動
画
の 

配
信
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
も
教
職
の
魅
力
と
特

色
あ
る
職
場
環
境
を
積
極 

的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、

引
き
続
き
必
要
な
人
材
の

確
保
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
高
校
生
世
代
の
通
院
無

償
化
を
進
め
る
考
え
は

②※
４

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

で
公
共
空
間
利
活
用
を

③
愛
護
動
物
の
適
正
飼
養

を
進
め
る
条
例
内
容
は

市民クラブ
斉藤　晴明

教
員
不
足
解
消
に
向
け
た

人
材
確
保
の
考
え
は

授業をしている教員
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◎代表質問

　令和 5 年 4 月に浜松市議会議員から提出された「資
産等補充報告書」、「所得等報告書」、「関連会社等報告
書」を、本庁市政情報室や各区役所の市政情報コーナ
ーで公開しています。なお、平成 31 年から令和４年
までに市議会議員から提出された報告書は、議会事務
局で閲覧できます。
　また、4 月９日の選挙で当選した市議会議員の任期
開始日 (5 月 1 日 ) 現在の資産等報告書は 10 月６日か
ら公開します。

資 産 等 の 公 開 に か か る
報 告 書 を 閲 覧 で き ま す

用

語

解

説

質
問
家
庭
ご
み
有
料
化 

の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

市
民
と
行
政
が
共
に
協
力

し
て
ご
み
減
量
の
目
標
値 

を
決
め
る
な
ど
、
市
民
協 

働
に
よ
る
取
組
が
必
要
と 

考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁
ご
み
の
減
量
は
、

市
民
の
参
加
と
協
力
を
得

な
け
れ
ば
進
め
ら
れ
な
い

も
の
で
あ
り
、
市
民
と
行

政
が
協
働
で
取
り
組
む
こ

と
は
、
大
変
重
要
な
視
点

で
あ
る
と
考
え
る
。
引
き

続
き
、
市
民
と
と
も
に
、

ご
み
減
量
の
取
組
を
進
め

て
い
く
。

　
そ
の
上
で
、
家
庭
ご
み

の
有
料
化
は
、
よ
り
一
層

の
ご
み
減
量
を
進
め
る
に

当
た
り
有
効
な
手
段
の
一

つ
で
あ
り
、
経
済
的
な
動

機
づ
け
に
よ
る
ご
み
排
出

の
抑
制
と
と
も
に
、
処
理

に
係
る
負
担
の
公
平
性
の

確
保
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実

施
時
期
に
つ
い
て
、
社
会

経
済
情
勢
を
考
慮
し
な
が

ら
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

①
少
子
化
対
策
へ
の
具
体

的
な
施
策
と
目
標
は　

②
財
政
規
律
に
対
す
る
考

え
と
今
後
の
指
針
は　

③
Ｐ
Ｔ
Ａ
加
入
率
低
下
に

よ
る
地
域
へ
の
影
響
は

創造浜松
関イチロー

家
庭
ご
み
有
料
化
は
市
民

協
働
に
よ
る
検
討
を

ごみ減量ガイドブック「今日からできるごみ
減らし術」（抜粋）※

　平成 30 年度から令和５年度４月分までの政務活動
費収支報告書及び証拠書類の写しを、非公開情報を除
き、議会事務局で閲覧できます。また、令和２年度以
降の書類の写しは浜松市議会ホームページにおいても
掲載しています。（平成 30 年度・令和元年度分は収支
報告書の写しのみ）

政 務 活 動 費 収 支 報 告 書 等
の 写 し を 閲 覧 で き ま す

※
１

営
農
型
太
陽
光
発
電

営
農
型
太
陽
光
発
電
（
３
ペ
ー
ジ
）

　
農
地
に
支
柱
を
立
て
て
上
部
空
間
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
、

太
陽
光
を
農
業
生
産
と
発
電
と
で
共
有
す
る
取
組
。
作
物
の
販
売
収

入
に
加
え
、
売
電
に
よ
る
継
続
的
な
収
入
や
発
電
電
力
の
自
家
利
用

な
ど
に
よ
る
農
業
経
営
の
さ
ら
な
る
改
善
が
期
待
で
き
る
。

※
２

薬
剤
耐
性
菌
感
染
症

薬
剤
耐
性
菌
感
染
症
（
３
ペ
ー
ジ
）

　
細
菌
感
染
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
の
治
療
薬
で
あ
る

ペ
ニ
シ
リ
ン
や
バ
ン
コ
マ
イ
シ
ン
な
ど
特
定
の
抗
菌
薬
（
抗
生
物

質
）
が
効
き
に
く
い
、
ま
た
は
効
か
な
く
な
っ
た
細
菌
に
よ
る
感
染

症
。
薬
が
効
か
な
い
た
め
、
治
療
が
難
し
く
な
っ
て
重
症
化
し
や
す

く
な
り
、
さ
ら
に
は
死
亡
に
至
る
可
能
性
が
高
ま
る
。
現
在
、
薬
剤

耐
性
菌
に
よ
っ
て
世
界
で
多
く
の
人
が
死
亡
し
て
い
る
。

※
３

テ
ィ
ー
バ
ー
（
Ｔ
Ｖ
ｅ
ｒ
）
（
５
ペ
ー
ジ
）

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
視
聴
者
に
直
接
提
供
さ
れ
る
メ
デ
ィ

ア
サ
ー
ビ
ス
。
民
放
テ
レ
ビ
局
が
提
供
す
る
テ
レ
ビ
番
組
や
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
４

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
５
ペ
ー
ジ
）

　
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
革
新
的
な
製
品
開
発
で
あ
っ

た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る
企
業
。

詳細は、議会総務課までお問い合わせください。
（☎０５３－４５７－２５０５）

全
編
は
こ
ち
ら
の 

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら 

御
覧
く
だ
さ
い
。

※
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◎政務活動費の決算状況

令和４年度 政務活動費の決算状況
（単位：円）

会派名

支出項目

自由民主党
浜　松 市民クラブ 創造浜松 公 明 党 日本共産党

浜松市議団
浜松市政

向上委員会
市民サポート

浜　松
党派を

超える会

24人 5人 ５人 5人 ４人 1人 1人 　1人 ※1

交　付　額 43,200,000 9,000,000 9,000,000 9,000,000 7,200,000 1,800,000 1,800,000 1,800,000

預 金 利 息 186 32 32 34 29 10 10 8

返 還 金※2 129,049 0 0 0 0 0 0 38,074

収　入　計 43,329,235 9,000,032 9,000,032 9,000,034 7,200,029 1,800,010 1,800,010 1,838,082

調査研究費 3,948,336 796,865 461,385 226,727 278,150 251,467 0 64,935

研　修　費 290,028 120,766 9,472 173,898 0 13,418 0 65,698

広　報　費 8,118,321 1,444,781 3,695,045 569,655 1,825,709 112,530 1,040,782 1,001,220

広　聴　費 2,123,519 155,667 2,146 135,328 40,425 20,456 0 45,806

要請・陳情活動費 334,454 20,007 2,960 20,239 0 2,377 0 222

会　議　費 660,695 67,155 13,394 45,954 0 0 0 3,552

資料作成費 300,882 0 206,412 918,327 122,504 0 0 34,261

資料購入費 957,014 338,202 258,935 313,960 181,975 31,712 152,866 147,780

人　件　費 9,894,562 4,127,322 3,339,300 3,273,918 1,472,671 168,224 0 364,219

事 務 所 費 2,858,562 459,692 122,817 307,358 1,963,468 260,383 182,814 60,327

支　出　計 29,486,373 7,530,457 8,111,326 5,985,364 5,884,902 860,567 1,376,462 1,788,020

返　納　額
(預金利息含む）

13,842,862 1,469,575 888,706 3,014,670 1,315,127 939,443 423,548 50,062

政務活動費は、１人当たり月額 15 万円に各月 1 日における会派の所属議員数を乗じて得た額を交付しています。
※ 1　令和 5 年 3 月 20 日、党派を超える会が解散しました。
※ 2　政務活動費で購入した備品を耐用年数（減価償却）が終了する前に処分する場合、残存価値を現金換算し、市へ返還   
        します。（一旦会派で預かる形となるため、収入欄に記載しています。）
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この用紙は「雑がみ」としてリサイクルしよう！

不要になればリサイクルへ

 〔
８
月
〕

22
日　
大
都
市
制
度
・
行
財
政
改
革

　
　
　

   

特
別
委
員
会

31
日　
各
常
任
委
員
会

〔
９
月
〕

1
日　
議
会
運
営
委
員
会

８
日　
本
会
議（
９
月
定
例
会
開
会
）

11
日　
各
常
任
委
員
会

15
日　
議
会
運
営
委
員
会

19
日　
本
会
議（
採
決・決
算
上
程
）

　
　
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

27
日　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
本
会
議（
代
表
質
問
）

29
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

〔
10
月
〕

2
日　
本
会
議（
一
般
質
問
）

３
日　
決
算
第
二
分
科
会

4
日　
決
算
第
一
分
科
会

5
日　
決
算
第
二
分
科
会

6
日　
決
算
第
一
分
科
会

18
日　
決
算
審
査
特
別
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

24
日　
本
会
議（
採
決・９
月
定
例
会

　
　
　
閉
会
）

今
後
の
議
会
活
動
の
予
定

No.183

　深く苔むした巨木から成る太古の森。1997年に
公開された長編アニメーション映画「もののけ姫」
の舞台である「シシ神の森」を描いた作品です。人
の手の及ばない神聖な雰囲気をたたえた、まさに
「シシ神の森」のイメージそのものである本作品は、
実際に映画の背景として使用されたわけではなく、
「イメージボード」という、背景美術を描く前に作
品の世界観を共有するために描かれたものです。
　「天空の城ラピュタ」や「火

ほ た
垂るの墓」、「時を

かける少女」など、数多くのアニメーション作品で
背景美術監督を務めた山

やまもと
本二

に ぞ う
三は、映画「もののけ

姫」で宮
みやざき

崎 駿
はやお

監督と山本を除く４人の美術監督を
つなぐ調整役となり、監督と相談しながら「シシ神
の森」のビジュアルを固めていきました。
　制作に当たり、屋久島でロケーションハンティン
グが行われました。「シシ神の森の入り口から、頭
が痛くなるくらいに描いた。死んだら棺桶に入れて
ほしい」と山本が言った森の描写は、ゴツゴツとし
た木肌やびっしりとついた着生植物、足を踏み入れ
たくなるような柔らかな苔などが細密に描かれ、す
さまじい迫力を感じさせます。

　浜松市美術館
「アニメーション美術の創造者　新・山本二三展」           

９月10日（日）まで開催
　開館時間：午前9時30分～午後5時
　　　　　（入館は午後4時30分まで）


